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編 集 後 記

近畿 大学臨床心理 セ ンターが開設 されてカ・ら4年1'1に

人 り、「近畿大 学臨 床心 理セ ンター紀 要」 第3巻 が発 行

される運 び とな りました。 ご多忙 の中、幅 広い劇1圏」分野

で活躍 されている先生方 に論 丈を執筆 していただ き、充

実 した内容 とな りました。 さまざまな形 で本紀 要の発 刊

にご協力 いただ きました関係 者の皆様 に、お礼 申 し ヒげ

ます。

本 号 を読 んで くだ さった方 々か らの率1f{な ご意 見や

ご感想 をお待 ち してお ります。 今後 もよろ し くお願 い

いた します

近畿 大学 臨床心 理 セ ンター 紀 要

第3巻

平 成22年1⑪ 月30U発 行

発 行 者 近 畿 大 学 臨 床 心 理 セ ン タ ー・
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近畿大学臨床心理セ ンター規程

(設 置)

第1条 本大学 に、近畿大学臨床心理セ ンター(以 下 「セ ンター」 とい う)を 置 く。

(目 的)

第2条 このセ ンターは、臨床心理 に関す る教育 ・研究及び臨床活動 を行い、地域社会 に対

す る臨床心理的 な相談活動 と専 門家の養成 に寄与す るこ とを目的 とす る。

(事 業)

第3条 このセ ンター は、前条の 目的 を達成す るため、次の事業 を行 う。

(1)臨 床心理 に関す る教育 ・研 究

(2)地 域社会 に対す る心理的 な相談活動

(3)研 究会、講演会の開催

(4)研 究調査、研 修生の受託

(5)そ の他 目的達成 に必要な事 項

(職 員)

第4条 このセ ンターに、次の職員 を置 く。

(1)セ ンター長

(2)研 究員

(3)事 務職員

2必 要が あ る時は、前 項以外 の職員 を置 くことがで きる。

3職 員は専任 のほか、 本学所属 の教職 員 を兼任 させ、 又は本学以外 の ものを嘱 託 として

委 嘱す る ことがで きる。

(セ ンター長)

第5条 セ ンター長は、 このセ ンターを代 表 し、セ ンター業務 を総括す る。

2セ ンター長 は理事長 が任命す る。任期 は2年 とし、再任 を妨 げない。

(運営委員会)

第6条 このセ ンターに運営委員会 を置 く。

2運 営委員会 は、 セ ンターの運営、そ の他重要事項 につ いて協議す る。

3運 営委員会 は、 セ ンター長が必要 と認 めた者 を持 って構成す る。

4運 営委員会 は、 セ ンター長が招集 し、議長 となる。
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(会 計)

第7条 セ ンターの会計処理 に関す る事項 は、別 に定め る。

附 則

この規定 は、平成18年11月1日 か ら施行す る。

平成21年 度 近畿大学臨床心理セ ンター ス タッフー覧

センター長

研究員(相 談員)

事 務 職 員

人見 一彦 教授(精 神科医)

奥野 洋子 ・講師 ・専任(臨 床心理士)

榛木恵美子 ・講師 ・専任(臨 床心理士)

直井 愛里 ・准教授 ・兼務(国 際応用スポーツ心理学会認定コンサルタン

ト・近畿大学健康スポーツ教育センター)

青野 明子 ・非常勤講師(臨 床心理士 ・大阪国際大学人間科学部准教授)

山口 直子 ・非常勤講師(臨 床心理士 ・箕面市教育セ ンター相談員)

1人
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